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名　 　 　 　 称　 　 　 　 川崎市立川崎総合科学高等学校

所   在   地　 　 　 　 神奈川県川崎市幸区小向仲野町５ 番１ 号

設 置 課 程　 　 　 　 全日制　 　 情報工学科　 　 総合電気科　 　 電子機械科

　 　 　 　 　 　 　       　 　 　 　 　 建設工学科　 　 デザイ ン 科　 　 科学科

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 定時制　 　 ク リ エイ ト 工学科( 電気・ 電子コ ース、 機械コ ース)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 商業科

名称・ 所在地・ 設置課程

２



校地校舎と 設置状況

位 置 特 別 教 室川崎市幸区小向仲野町５ 番1号

 3. 265ｍ

昭和38年４ 月１ 日

17， 661. 62㎡

5， 775. 3㎡

31， 433. 17㎡

18

海 抜 高 度

創 立

校 地

建 築 面 積

建物延床面積

普 通 教 室

12

１

アリ ーナ１ 、 小体育館１

1

46

4

18

図 書 室

体 育 館

食 堂

実験実習室

製　 図　 室

各教科準備室

※詳細は校舎平面図を 参照。

工
業
科
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学　 校　 沿　 革

昭和37． 10．  1　 　 本校（ 川崎市立工業高等学校） を 川崎市小向仲野町１ に設置し 翌年４ 月から 開校の旨告

　 　 　 　 　 　 　 　 　 示さ れる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 土木科・ 建築科・ 電気科を おき 、 修業年限を ３ ヵ 年と する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第１ 学年定員を 280名（ 土木科80名・ 建築科80名・ 電気科120名） と 定める 。

　 　 38.   1.   1　 　 渡辺　 力　 神奈川県立川崎工業高等学校全日制教頭よ り 初代校長に着任。

　 　      4.   1　 　 学校創立

         4.  22　 　 入学式挙行

        10.  28　 　 開校式並びに落成式挙行。 開校記念日を 10月１ 日と 定める 。

　 　 39.   4.   1　 　 県教育委員会39総117号によ り 定時制の設立が許可さ れる 。 電気科・ 電子科( 定員各40名)

                  電子科新設（ 定員40名） 、 電気科定員80名と する 。

         4.  20　 　 定時制開設式およ び入学式挙行。 。

         5.   4　 　 一般教室棟及び物理・ 化学実験室完成。

    40.   3.  31　 　 一般教室棟及び建築科製図及び計画室完成。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 機械科新設（ 定員80名） 、 土木科及び建築科の定員を それぞれ40名と する 。

　 　      4.   1　 　 定時制に機械科（ 定員40名） を 新設。

    41.   3.  31　 　 電子科高周波計測室・ シールド ルーム ・ 電子応用計測室・ 電子機器室完成。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 機械科仕上工場・ 実験棟１ 階完成。

　 　 　 　  4.   1　 　 渡辺　 力　 校長　 退職。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 小林　 衛　 本校全日制教頭よ り ２ 代校長に昇任。

　 　 42.   3.  24　 　 電気科卒業生に対し 、 通産省告示第122号によ り 第三種電気主任技術者認定校になる 。

         3.  31　 　 機械科鍛造実習実験室・ 実験棟２ 階完成。

         9.  30　 　 創立５ 周年記念式典挙行

                  校歌作成。

    43.   3.  31　 　 鉄塔２ 基・ レ ーダー室完成。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 機械科流体機械実習室・ 熱機関実習室完成。

　 　 45.   3.  31　 　 小林　 衛　 校長　 退職。

         4.   1　 　 吉野正彦　 川崎市立商業高等学校校長よ り ３ 代校長に着任。

         5.  20　 　 体育館落成。

    47.   9.   1　 　 吉野正彦　 校長　 退職。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 川瀬弥太郎　 川崎市立富士見中学校校長よ り ４ 代校長に着任。

    48.  11.   3　 　 創立10周年記念式典挙行。

    51.   9.  15　 　 住居表示実施のため小向仲野町５ 番１ 号に変更。

    52.   3.  29　 　 ク ラ ブ室完成。

         3.  31　 　 川瀬弥太郎　 校長　 退職。

         4.   1　 　 飯島和夫　 川崎市立川崎高等学校校長よ り ５ 代校長に着任。

４



    54.   2.  22　 　 コ ン ピ ュ ータ 室完成。

    55.   2.  11　 　 夜間照明工事完成。

         3.  31　 　 飯島和夫　 校長　 退職。

         4.   1　 　 中尾檜蔵　 本校全日制教頭よ り ６ 代校長に昇任。

    56.  11.  24　 　 体育館アス フ ァ ルト ・ モノ フ ォ ーム 工法によ る 屋根修理。

    57.   4.   1　 　 定時制募集定員電気科電子科40名と する 。

         8.  24　 　 変電室・ 陶芸室・ 建築科材木置場移設新築開始。

    58.   6.  10　 　 第２ 国道側一部用地東京電力と 交換契約。

         8.  30　 　 電話交換機新機種設置。

        10.  28　 　 創立20周年記念式典挙行。

    59.   2.  16　 　 変電室移設完了。

         3.  15　 　 機械科棟東側フ ェ ン ス 工事。

         4.  18　 　 プレ ハブ格技室・ 卓球場・ 物置完成。

    60.   1.  10　 　 食堂・ 昇降口解体。

         3.  31　 　 中尾檜蔵　 校長　 退職。

         4.   1　 　 木村清人　 本校全日制教頭よ り ７ 代校長に昇任。

    61.   2.  25　 　 増築工事（ 管理棟） 完成。

         7.  24　 　 新実習棟建設工事にと も なう 機械科工場及び機械科実習棟解体撤去工事開始。

        10.   9　 　 新実習棟建築工事着工。

    62.   3.  31　 　 木村清人　 校長　 退職。

         4.   1　 　 大田哲彦　 川崎市立川崎高等学校全日制教頭よ り ８ 代校長に着任。

        10.   2　 　 新実習棟（ 電気科・ 電子科・ 機械科） 完成。

    63.   2.  12　 　 情報処理シス テム 新設・ 設備完成。

         3.  31　 　 大田哲彦　 校長　 川崎市立川崎高等学校に転任。

         4.   1　 　 関野　 理　 本校定時制教頭よ り ９ 代校長に昇任。

        12.   5　 　 （ 財） 日本視聴覚教育協会よ り 視聴覚教育奨励賞を 受賞。

平成元.   3.  31　 　 関野　 理　 校長　 退職。

         4.   1　 　 建石茂寿　 本校全日制教頭よ り 10代校長に昇任。

     2.   2.  27　 　 高層校舎建設へ向けて始動。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 市、 来年度予算に本校校舎全面改築費15億7， 605万円を 計上（ 総工費80億2400万円） 。

　 　      3.   6　 　 旧校舎解体作業に先立ち、 グ ラ ン ド にプレ ハブ校舎建築工事着工。

        11.  14　 　 高層棟校舎起工式。

     4.   9.  30　 　 高層棟校舎完成。

        11.  20　 　 高層棟校舎落成式典挙行。

     5.   4.   1　   川崎市立工業高等学校の名称を 川崎市立川崎総合科学高等学校と 変更する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 学科を 新設改編し 、 情報工学科( 定員39名) ／総合電気科( 定員39名) ／電子機械科( 定員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 78名) ／建設工学科( 定員39名) ／デザイ ン 科( 定員39名) ／科学科( 定員39名) を設ける 。

    54.   2.  22　 　 コ ン ピ ュ ータ 室完成。

    55.   2.  11　 　 夜間照明工事完成。

         3.  31　 　 飯島和夫　 校長　 退職。

         4.   1　 　 中尾檜蔵　 本校全日制教頭よ り ６ 代校長に昇任。

    56.  11.  24　 　 体育館アス フ ァ ルト ・ モノ フ ォ ーム 工法によ る 屋根修理。

    57.   4.   1　 　 定時制募集定員電気科電子科40名と する 。

         8.  24　 　 変電室・ 陶芸室・ 建築科材木置場移設新築開始。

    58.   6.  10　 　 第２ 国道側一部用地東京電力と 交換契約。

         8.  30　 　 電話交換機新機種設置。

        10.  28　 　 創立20周年記念式典挙行。

    59.   2.  16　 　 変電室移設完了。

         3.  15　 　 機械科棟東側フ ェ ン ス 工事。

         4.  18　 　 プレ ハブ格技室・ 卓球場・ 物置完成。

    60.   1.  10　 　 食堂・ 昇降口解体。

         3.  31　 　 中尾檜蔵　 校長　 退職。

         4.   1　 　 木村清人　 本校全日制教頭よ り ７ 代校長に昇任。

    61.   2.  25　 　 増築工事（ 管理棟） 完成。

         7.  24　 　 新実習棟建設工事にと も なう 機械科工場及び機械科実習棟解体撤去工事開始。

        10.   9　 　 新実習棟建築工事着工。

    62.   3.  31　 　 木村清人　 校長　 退職。

         4.   1　 　 大田哲彦　 川崎市立川崎高等学校全日制教頭よ り ８ 代校長に着任。

        10.   2　 　 新実習棟（ 電気科・ 電子科・ 機械科） 完成。

    63.   2.  12　 　 情報処理シス テム 新設・ 設備完成。

         3.  31　 　 大田哲彦　 校長　 川崎市立川崎高等学校に転任。

         4.   1　 　 関野　 理　 本校定時制教頭よ り ９ 代校長に昇任。

        12.   5　 　 （ 財） 日本視聴覚教育協会よ り 視聴覚教育奨励賞を 受賞。

平成元.   3.  31　 　 関野　 理　 校長　 退職。

         4.   1　 　 建石茂寿　 本校全日制教頭よ り 10代校長に昇任。

     2.   2.  27　 　 高層校舎建設へ向けて始動。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 市、 来年度予算に本校校舎全面改築費15億7， 605万円を 計上（ 総工費80億2400万円） 。

　 　      3.   6　 　 旧校舎解体作業に先立ち、 グ ラ ン ド にプレ ハブ校舎建築工事着工。

        11.  14　 　 高層棟校舎起工式。

     4.   9.  30　 　 高層棟校舎完成。

        11.  20　 　 高層棟校舎落成式典挙行。

     5.   4.   1　   川崎市立工業高等学校の名称を 川崎市立川崎総合科学高等学校と 変更する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 学科を 新設改編し 、 情報工学科( 定員39名) ／総合電気科( 定員39名) ／電子機械科( 定員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 78名) ／建設工学科( 定員39名) ／デザイ ン 科( 定員39名) ／科学科( 定員39名) を 設ける 。
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        10.  23　 　 創立30周年記念式典挙行。

     6.   2.  28　 　 全天候型グ ラ ン ド 完成。

         3.  31　 　 建石茂寿　 校長　 退職。

         4.   1　 　 佐藤　 尚　 川崎市立川崎高等学校校長よ り 11代校長に着任。

     7.   4.   1    第２ ・ 第４ 土曜日休日と する 。

     8.   3.  31　 　 佐藤　 尚　 校長　 退職。

         4.   1　 　 花形元文　 川崎市立高津高等学校全日制教頭よ り 12代校長に着任。

         5.   1　 　 エイ ズ教育地域事業の研究協力校と し て 文部省から 指定を 受ける 。

         7.   5　 　 通信・ 放送機構川崎リ サーチセン タ ー開所。

    10.   3.  31　 　 花形元文　 校長　 退職。

         4.   1　 　 平出　 亨　 川崎市立高津高等学校校長よ り 13代校長に着任。

         5.   1　 　 光フ ァ イ バー網によ る 学校ネッ ト ワ ーク 活用研究開発事業について文部省から 研究委嘱

　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 受ける 。

    11.   3.   1　 　 １ 期情報処理シス テム 更新。

         3.  31　 　 通信・ 放送機構川崎リ サーチセン タ ー閉所。

    12.   3.   1　 　 ２ 期情報処理シス テム 更新。

    13.   3.  31　 　 光フ ァ イ バー網によ る 学校ネッ ト ワ ー活用研究開発事業研究委嘱終了。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 平出　 亨　 校長　 退職。

　 　 　    4.   1　 　 神田益夫　 川崎市立商業高等学校全日制教頭よ り 14代校長に着任。

    14.   3.  31　 　 神田益夫　 校長　 退職。

　 　      4．  1　 　 塩見幸男　 川崎市教育委員会よ り 15代校長に着任。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 完全週５ 日制と する 。

　 　 15.  10.   2　 　 創立40周年記念講演会開催。

    16．  4．  1　 　 二学期制　 導入。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 電子機械科の定員39名と する 。

　 　 17.   3.  31　 　 塩見幸男　 校長　 退職。

　 　 　 　  4.   1　 　 椿　 道雄　 川崎市教育委員会よ り 16代校長に着任。

    18.   3.  31　 　 椿　 道雄　 校長　 川崎市立高津高等学校に転任。

         4.   1　 　 岸　 秀治　 川崎市立商業高等学校全日制教頭よ り 17代校長に着任。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 山野辺三郎　 本校全日制教頭よ り 副校長に昇任。

    19.   4.   1　 　 藤田吉雄　 本校全日制教頭よ り 副校長に昇任。

    20.   1.   1　 　 山野辺三郎　 副校長　 逝去。

    21.   3.  31　 　 岸　 秀治　 校長　 退職。

    　 　  4.   1　 　 藤田吉雄　 本校全日制副校長よ り 18代校長に昇任。

    　 　   　   　 　 堀　 正芳　 本校定時制教頭よ り 副校長に着任。

    23.   3.  31　 　 藤田吉雄　 校長　 退職。

    23.   4.   1　 　 市野典明　 川崎市立川崎高等学校校長よ り 19代校長に着任。

    25.  10.  19　 　 創立50周年記念式典挙行。

６



    26.   3.  31　 　 市野典明　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 堀　 正芳　 副校長　 退職。

    26.   4.   1　 　 宮津健一　 川崎市立川崎高等学校校長よ り 20代校長に着任。

    　 　   　   　 　 安部秀志　 本校全日制教頭よ り 副校長に着任。

                  商業高校と の統廃合に伴いク リ エイ ト 工学科( 定員35名、 電気・ 電子コ ース 、 機械コ ー

    　 　   　   　 　 ス ) を 設ける 。

    27.  11.  17　 　 １ 号館４ 階　 情報コ ーナー改修工事。

    29.   3.  31　 　 宮津健一　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 安部秀志　 副校長　 退職。

    29.   4.   1　 　 商業高等学校( 定) 商業科２ ～４ 年　 移管。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 荒井利之　 川崎市教育委員会よ り 21代校長に着任。

    　 　   　   　 　 若山　 昇　 本校全日制教頭よ り 副校長に昇任。

    30. 　 3.  31　 　 若山　 昇　 副校長　 川崎市立川崎高等学校全日制副校長に転任。

    30. 　 4.   1　 　 山崎輝美　 川崎市立川崎高等学校全日制副校長よ り 副校長に着任。

令和 2. 　 3.  31　 　 山崎輝美　 副校長　 退職。

　 　  2. 　 4.   1　 　 熊谷顯太郎　 川崎市立川崎高等学校定時制教頭よ り 副校長に着任。

　 　  5. 　 3.  31　 　 荒井利之　 校長　 退職。

　 　  　 　 4.   1　 　 濱野雄功　 本校定時制教頭よ り 22代校長に着任。

令和 8. 　 3.  31　 　 濱野雄功　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 熊谷顯太郎　 副校長　 退職。

　 　  　 　 4.   1　 　 百瀬　 実　 川崎市立幸高等学校全日制校長よ り 23代校長に着任。

    　 　   　   　 　 北島　 正　 川崎市立高津高等学校全日制教頭よ り 副校長に着任。

７

    26.   3.  31　 　 市野典明　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 堀　 正芳　 副校長　 退職。

    26.   4.   1　 　 宮津健一　 川崎市立川崎高等学校校長よ り 20代校長に着任。

    　 　   　   　 　 安部秀志　 本校全日制教頭よ り 副校長に着任。

                  商業高校と の統廃合に伴いク リ エイ ト 工学科( 定員35名、 電気・ 電子コ ース 、 機械コ ー

    　 　   　   　 　 ス ) を 設ける 。

    27.  11.  17　 　 １ 号館４ 階　 情報コ ーナー改修工事。

    29.   3.  31　 　 宮津健一　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 安部秀志　 副校長　 退職。

    29.   4.   1　 　 商業高等学校( 定) 商業科２ ～４ 年　 移管。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 荒井利之　 川崎市教育委員会よ り 21代校長に着任。

    　 　   　   　 　 若山　 昇　 本校全日制教頭よ り 副校長に昇任。

    30. 　 3.  31　 　 若山　 昇　 副校長　 川崎市立川崎高等学校全日制副校長に転任。

    30. 　 4.   1　 　 山崎輝美　 川崎市立川崎高等学校全日制副校長よ り 副校長に着任。

令和 2. 　 3.  31　 　 山崎輝美　 副校長　 退職。

　 　  2. 　 4.   1　 　 熊谷顯太郎　 川崎市立川崎高等学校定時制教頭よ り 副校長に着任。

　 　  5. 　 3.  31　 　 荒井利之　 校長　 退職。

　 　  　 　 4.   1　 　 濱野雄功　 本校定時制教頭よ り 22代校長に着任。

令和 8. 　 3.  31　 　 濱野雄功　 校長　 退職。

    　 　   　   　 　 熊谷顯太郎　 副校長　 退職。

　 　  　 　 4.   1　 　 百瀬　 実　 川崎市立幸高等学校全日制校長よ り 23代校長に着任。

    　 　   　   　 　 北島　 正　 川崎市立高津高等学校全日制教頭よ り 副校長に着任。



各科の指導方針

情報工学科

　 社会における 情報の進化に即応し 、 応用力と 創造力のあ る 情報技術者の育成を 目指し ている 。 コ ン ピ ュ ー

タ に関する 幅広い知識と 技術を 習得し 、 プロ グ ラ ム 開発、 組み込み制御、 ネッ ト ワ ーク 、 データ ベース など

の各分野で活用でき る 能力と 態度を 育てる 。 ま たT ria l（ 挑戦） &Error（ 失敗） &Learn（ 経験から 学ぶ） を

目標と し 、 あ ら ゆる 活動を 通し て得ら れる 経験を 成長の糧と し て、 常に新たな課題に挑み続ける こ と で、 技

術の多様化に順応でき る 研究心と 勤労意欲の旺盛な人物の育成に努める 。

総合電気科

　 本科は、 電気・ 電子・ 情報及び通信に関する 基礎的な知識と 技術の習得を 目指し ている 。 発電や送電、 電

気機器、 コ ン ピ ュ ータ やプロ グ ラ ム 、 電子回路、 通信シ ス テム 、 電力の利用など について 「 選択科目」 や

「 実習」 も 交え体系的に学習する 。

　 ま た、 国家資格の取得は身についた知識と 技術が社会から 認めら れ確かな自信につながる も のと 考え 、 関

連する 資格の紹介を する と と も に、 中でも 「 第二種電気工事士」 については資格取得を 勧め指導し ている 。

　 将来、 様々な関連分野で実務に携わる こ と になる 生徒に対し 、 ス キルアッ プを 目指し 、 仲間と 積極的に協

力・ 共働する 力を 身に付け、 専門的な知識と 技術を 身に付け社会で活躍でき る 明朗で責任感のあ る 人物の育

成に努める 。

８



電子機械科

　 本科は、 産業界の中心的役割を 担う メ カ ニク ス （ 機械工学） と エレ ク ト ロ ニク ス （ 電子工学） を 一体化し

たメ カ ト ロ ニク ス 技術の進歩に適応でき る 電子機械技術の修得を 目指し ている 。

　 ロ ボッ ト 化やメ カ ト ロ ニク ス 化さ れた新し い技術に適応でき る 人物を 育成する ために、 広い範囲に応用で

き る 基本的知識を 習得さ せる と と も に、 各種の実験や実習を 通し て専門的知識や技術を 体得さ せる 。 特にも

のづく り に力を 入れ、 社会で活躍でき る 創造性豊かな人物の育成に努める 。

建設工学科

　 不易流行の精神のも と 知力・ 徳力・ 胆力を 高め社会に貢献する 人財を 育成する 。

　 人工知能、 ロ ボティ ク ス の急激な進化・ 発達、 超高齢化社会、 人口減少と いっ た今ま でに経験し たこ と が

ない社会の到来で産業構造も 大き く 変革する と いわれている 。 こ の大変革の中、 産業界を 支え活躍でき る 人

財を 育むため建設工学科では次の項目を 重視し た教科指導、 生徒指導、 進路指導を し ていく 。

　 １ 　 課題設定力・ 目的設定力

　 ２ 　 データ 分析・ 活用力

　 ３ 　 コ ミ ュ ニケ ーショ ン 能力

　 ４ 　 分野を 超えた専門知識や技能を 組み合わせる 実践力

　 ５ 　 リ ーダーになる 資質

　 具体的には、 測量、 製図、 CADを 柱と し 施工管理技士、 建築士、 測量士、 民間就職、 公務員、 上級学校な

ど 、 幅広い進路実現が可能なカ リ キ ュ ラ ム を 編成し ている 。

各実験、 実習を 通し て、 産業界に必要な専門ス キルの向上と 職業観を 体得する こ と を 目指す。

９



デザイ ン科

　 今日、 デザイ ン や美術は視覚言語と し てその役割を ま すま す深めてき ている 。 本科ではデザイ ン や美術な

ど の造形的な活動を 通じ て、 人間生活を よ り 豊かで潤いのあ る も のにする と いう 理念のも と に、 デザイ ン の

基礎的な知識と 造形的な技術を 学んだ上に、 創造的な発想力や構想力およ び実践的な態度の育成を 目指し て

いる 。 平面表現や立体造形など 基礎的な造形感覚の養成、 ビ ジュ ア ルコ ミ ュ ニケ ーショ ン と し ての様々なデ

ザイ ン 表現技術の習得、 デザイ ン 思考によ る 問題解決能力やプレ ゼン テーショ ン 能力の育成など を 個人の適

性に応じ た選択制の導入と 、 少人数制によ る き め細かな指導によ っ て実現し 、 創造性豊かで社会に貢献でき

る 人材の育成に努めている 。

科 学 科

　 理科・ 数学における 基本的な概念・ 原理・ 法則について、 事象を 探究する 過程を 通し て系統的な理解を 深

める 。 併せて一般的な教養を 高め、 理系難関大学への進学を 目指し ている 。

　 科学科は次の４ つの方針を 指導の柱と し て取り 組んでいる 。

　 　 １ 　 ３ 年間を 計画的に活用し 、 真の実力を 養成する 。

　 　 ２ 　 進学に必要な情報を 的確に提供する 。

　 　 ３ 　 自己の将来像を 明確化さ せ、 進学目標の具体化を 促進する 。

　 　 ４ 　 豊かな人間関係から 、 目標達成への推進力を 育てる 。

　 具体的には、 理科・ 数学の豊富な授業時間数を 確保し 、 さ ら なる 実力を 養成する ため、 ７ 時間目授業や放

課後補習、 外部模擬試験の受験など を 実施し ている 。 ま た、 主体的な学習習慣を 育成する ために、 日常的な

科学科専用自習室の利用を 奨励する と と も に、 夏休みには、 自学自習の意識付けと 学習を 通し て「 学び合う 、

教え合う 、 助け合う 」 の精神の養成を 目的に科学科学習合宿を 行っ ている 。 さ ら に、 生徒の進学に対する 姿

勢の確立と 進路の具体的なイ メ ージ作り のために、 進学講演会、 大学訪問、 研究機関訪問等の行事を 実施し

ている 。

10



11

普通教室等面積表

 1458   

405   

199. 5 

184   

 108   

121. 5 

567  

 
788 

 90   

216   

40. 5 

405   

   
81   

157. 5 

180   

144   

360   

130. 5 

81   

 202. 5 

42. 25

121. 5 

589   

91   

29   

67. 5 

104   

58. 5 

430   

1752. 2 

850. 5 

243   

202. 5 

67. 5 

記　 　 　 　 事室　 　 　 名 数

18

2

1

1

1

1

8

1

1

2

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

24

1

1

1

1

3

1

普 通 教 室

理 科 教 室

音 楽 室

家 庭 科 室

オープンシステムルーム

Ｌ Ｌ 教 室

講 義 室

図 書 室

校 長 室

会 議 室

準 備 室

準 備 室

準 備 室

準 備 室

準 備 室

準 備 室

準 備 室

職 員 室

進路指導セ ン タ ー

教 員 室

保 健 セ ン タ ー

講 師 控 室

ス タ ジ オ

食 堂

事 務 室

用 務 員 室

渉 外 室

生 徒 会 室

作 法 室

ク ラ ブ 室

体 育 館

小 体 育 館

定 時 制 職 員 室

定時制進路指導室

定 時 制 実 習 室

定 時 制 生 徒 会 室

1号館7, 8, 9, 10, 11F

1号館8, 9F

3号館4F　 レッ スン室含む

3号館3F

1号館14F

1号館12F

1号館4, 7, 8, 10, 11, 13, 14F

1号館3F　 ブラ ウジングコ ーナー・ 情報コ ーナー含む

1号館6F

1号館5, 6F

1号館12F　 英語科

1号館7F　 数学科・ 9F　 国語科・ 10F　 デザイン科・ 10F

社会科・ 11F　 科学科

1号館14F　 情報工学科

2号館2F　 電子機械科

2号館4F　 総合電気科

3号館2F　 建設工学科

1号館4F　 商業科

1号館6F　

1号館4F　

1号館5F　 生徒指導室

1号館1F

1号館6F

1号館11F　 調整室・ 機器室含む

1号館15F　 厨房・ 売店含む

1号館2F

1号館6F

2号館2F　 同窓会室含む

3号館3F

1号館15F

シャ ワー室・ 洗濯室含む

体育科準備室・ 器具庫含む

柔道場・ ト レーニングルーム含む

1号館5F

1号館12F

2号館2F

2号館2F

9×9

9×22. 5

8×23

21×9

9×13. 5

9×9

9×18. 9×6

9×4. 5

9×9

9×9

7. 5×21

7. 5×24

8×18

3×9

9×9

9×22. 5

9×13. 5

9×27

9×9

7. 5×9

現　 有　 床

面積（ ㎡）



情 報 工 学 科

各科実験・ 実習設備概要

Linuxク ラ イ アント  44式 　 Ｐ Ｓ プリ ンタ  2式 　 ノ ート パソ コ ン 12式 

プロジェ ク タ  2式 

デジタ ルマルチメ ータ  1台　  エッ チング装置 2台　  発振器 6台

卓上ボール盤 1台　  バンド ソ ー 1台　  ミ ニデスク ド リ ル 10台

ノ ート パソ コ ン 24式 　 Ｐ Ｓ プリ ンタ  1台　 Arduino実習装置 24式

Ｐ Ｃ ク ラ イ アント  43式　  複合機 1式　  Ｐ Ｓ プリ ンタ  2台

論理回路実習装置 10台　  Ａ Ｄ ・ Ｄ Ａ 変換実習装置 2台　  発振器 15台

四則演算回路実習装置 5台　  電子電圧計 10台　 ミ ニデスク ド リ ル 1台　  

デジタ ルスト レージオシロスコ ープ 5台 　 直流電源 10台　

シ ス テ ム 実 習 室

（ 378㎡）

制 御 実 習 室

（ 81㎡）

情 報 工 作 実 習 室

（ 90㎡）

ハ ー ド ウ ェ ア

実 習 室

(81㎡）

ソ フ ト ウ ェ ア

実 習 室

（ 162㎡）
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総合電気科製図室

（ 180㎡）

電 気 工 作 実 習 室

（ 157 .5㎡）

電 気 工 事 実 習 室

(135㎡）

電 気 計 測 実 習 室

（ 135㎡）

電 気 機 器 実 習 室

（ 157 .5㎡）

工 業 基 礎

実 習 室

（ 90㎡）

電 気 応 用 実 習 室

（ 67 .5㎡）

自 動 制 御 実 習 室

（ 135㎡）

高 圧 実 習 室

（ 90㎡）

シ ーケ ン ス 実習室

（ 90㎡）

総合電気科講義室

（ 157 .5㎡）

総 合 電 気 科 №１

製図台（ ド ラ フ タ ー）  33　 Ａ Ｖ システム一式

高圧試験装置（ 球状間隙・ 油試験・ 油中試験・ ク リ ド ノ グラ フ ・ 碍子分圧等） 一式

シーケンスト レーニングセッ ト  11式　 サーボ機構実験装置 2

100イ ンチ・ スク リ ーン式Ｏ Ｈ Ｖ 　 アンプセッ ト 一式　 その他Ａ Ｖ システム　 一式

電気工事用工具 20式　 電動ネジ切機2 　 油圧式パンチャ ー 1

油圧ベンダ 1　 各種工具 80　 変圧器 5　 電動機 5　 避雷器 3

電気測定器類 10　 模擬家屋 1

電圧計・ 電流計 80　 検流計 10　 ブリ ッ ジ類 15　 エプスタ イ ン装置 2

オシロスコ ープ 4　 標準器類 40　 抵抗器類 50　 直流電源装置 10　 発振器 10

デジタ ルメ ータ  5　 その他の計測器類 50

電動機・ 発電機 10　 電気動力計 2　 配電用変圧器 2　 誘導電圧調整器 6

負荷装置 10　 直流電源 2　 交流電源 1　 実習用配電盤 5　

実習用配電盤計測器類 50　 その他の計測器類 40

卓上ボール盤 2　 工作用工具 20式　 模擬送電線実習装置 1

誘導電圧調整器 1　 電力用継電器 20　 電動発電機自動制御装置 1　

その他の計測器類 75

光度計 1　 光束計 1　 照度計 3　 超音波実験装置 1  真空実験装置 1

光高温計 1　 電子冷熱実験装置 1  放射能測定装置 1  オシロスコ ープ 1

交流安定化電源 2　 その他の計測器類 30

Ｆ Ａ 実習システム　 一式（ パソ コ ン、 自動倉庫セル、 検査セル、 組立セル、 コ ンベア、 プ

ログラ マブルコ ント ローラ ） 　 無人搬送ロボッ ト  2 台　 デジタ ルスト レージスコ ープ 11台

シーケンス制御用機器 9台　 ミ ニＦ Ａ 負荷ユニッ ト  6台　 小型エアコ ンプレッ サー 2台

Ｐ Ｌ Ｃ 制御ユニッ ト  6台

卓上ボール盤 3　 ク ラ ンク プレス 1　 弓のこ 盤 2　 フ ラ イ ス盤 1

グラ イ ンダー 2　 シャ ー 1　 電気溶接機　 2　 工作用工具 22式

スポッ ト 溶接機 2　 電気計器測定器類 31　 直流定電圧電源装置 16



総 合 電 気 科 №２

オーディ オテスタ  5  オシロスコ ープ 7　 コ ンデンサ実習装置 10式

直流電源装置 5　 　 Ｃ Ｎ Ｃ 旋盤 1式　 プリ ント 基板加工システム 1式　

万力 10　 定盤 2　 工具研削盤 2 　 電圧調整器 10　

無響室・ シールド 室　 船舶用レーダ 1式　 気象フ ァ ッ ク ス受信装置 1式

無線機テスタ  1式　 空中線実習装置 1式　 Ｆ Ｍ／Ａ Ｍ受信実習装置 1式

音響実習装置 1式　 電子電圧計 1　 プリ ント 基板加工機 8式

周波数計 2　 ステッ ピングモータ 実習装置 2　 直流電源装置 3

自動制御シュ ミ レータ 装置 1式　 電気機関車制御装置 1式　 　

プリ ント 基板加工システム 1式　 二足歩行ロボッ ト  2式

オシログラ フ  1　 ゴースト チェ ッ カ ー 1　 無接点シーケンス実習装置 1式

ビデオ学習装置 1式　 通信モジュール装置 1式　 波形解析装置 2

光通信実験装置 1式　 電界強度測定器 2　 地上波デジタ ルテレビ 1式

プロッ タ  3　 電子電圧計 43　 イ ンダク タ ンス 6　 コ ンデンサ 4

Ｘ －Ｙ レコ ーダー 3　 Ｌ Ｃ Ｒ メ ータ  2　 発振器 18　 オーディ オテスタ  5

デジタ ルオシロスコ ープ 21　 カ ウンタ  1

デジタ ルマルチメ ータ  20　 ロジッ ク アナラ イザ 10　 周波数計 6

論理回路実習装置 10　 変・ 復調回路実習装置 2　 磁気回路実習装置 2 

電位差計回路実習装置 12　 四則演算回路実習装置 2

論理回路解析装置 3　 直流電源装置 20　 周波数特性測定装置 2

パソ コ ン計測システム 1式　 波形分析装置 10　 電流計 60

電圧計 60　 検流計 8　 力率計 2　 電力計 5　 磁束計 2

抵抗器 50　 抵抗減衰器 5　 フ ィ ルタ  5　

電 子 工 作 実 習 室

（ 180㎡）

電 子 計 測 実 習 室

（ 225㎡）

電 子 機 器 実 習 室

（ 90㎡）

電 子 制 御 実 習 室

（ 135㎡）

電 子 応 用 実 習 室

（ 135㎡）
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製 図 室

（ 180㎡）

Ｃ Ａ Ｄ 実 習 室

（ 113㎡）

計 測 室

(113㎡）

ロ ボ ッ ト 実 習 室

（ 90㎡）

工 業 基 礎 室

（ 135㎡）

講 義 室

（ 135㎡）

材 料 試 験 実 習 室

（ 180㎡）

熱 機 関 実 習 室

（ 158㎡）

Ｃ Ａ Ｄ /Ｃ Ａ Ｍ実習室

（ 68㎡）

機 械 加 工 室

（ 451㎡）

マシニングセンタ ー室

（ 135㎡）

溶接・ 板金実習室

（ 188㎡）

電 子 機 械 科

レ ーザー加工実習室

（ 68㎡）

総 合 実 習 室

（ 165㎡）

機 械 加 工 講 義 室

（ 45㎡）

ド ラ フ タ ー 40　 製図机・ 椅子・ ワゴン 各40　 戸棚 1　 　

アーク 溶接機 10　 ガス溶接装置 10　 エアープラ ズマ溶断機 1　 シャ ーリ ングマシン 1　

Ｔ Ｉ Ｇ 溶接機 2　 プレスブレーキ 1　 ＭＩ Ｇ 溶接機 2　

マシニングセンタ  2　 5軸マシニングセンタ  1  Ｎ Ｃ 旋盤 1　 Ｐ Ｃ  2式

レーザー加工機 1　 Ｐ Ｃ  2式

机・ 椅子

机・ 椅子

普通旋盤 13　 立フ ラ イ ス盤 6　 卓上ボール盤 4　 平面研削盤 1　 ド リ ル研削盤 1

弓のこ 盤 1  けがき定盤 2  帯のこ 盤 2  横万力 12　 万能工具研削盤 1

マシニングセンタ  1　

エンジン模型 1式　 動く 掛図 1式　 内燃機関総合実験装置 1　 ホイ スト  1　

ガレージジャ ッ キー 1　 エンジン分解組立工具類 2式　

万能材料試験機 1　 衝撃試験機 1　 各種かたさ 試験機 3　 各種金属顕微鏡 2　

顕微鏡カ ラ ーテレビ装置 1　 写真装置 1　 　 試験片研磨機 2  電気炉 1　 　

視聴覚教育システム 1式

直流電源装置 5　 ノ ート パソ コ ン 20式

卓上ボール盤 2　 直流電源装置 10　 各種メ ータ 類 1式　 可変直流電源装置 1式 

オシロスコ ープ 10　 小型フ ラ イ ス 2

ブロッ ク ゲージ 1　 工具顕微鏡 1　 アングルブロッ ク ゲージ 1 

直流電源装置 5　 3Dプリ ンタ  4台　 基板加工機 3

ノ ート パソ コ ン 20式　 プリ ンタ  1台　 3Dプリ ンタ  4台
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万能材料試験機 YU-200SIV， YU-1000SIV　 大型電気恒温乾燥器　

光弾性実験機器　 コ ンク リ ート ミ キサー　 テーブルバイブレータ ー　 その他

標本類　 力学模型　 その他

万能製図台 一式 40

作業机 10

作業台机 8

Ａ Ｖ ワゴン　 ビデオプロジェ ク タ ー　

作業台 ５ 台（ 大４ ， 小１ ）

万能製図台 一式 30

環境測定装置

ト ータ ルステーショ ン　 セオド ラ イ ト 　 レベル　 光波測距儀　 平板測量器

プラ ニメ ータ ー　 その他

作業台机 4

全自動パネルソ ー　 自動一面鉋盤　 手押鉋盤　 昇降盤　 超仕上げ鉋盤　 角のみ盤  

集塵装置 １ 式　 ベルト サンダー　 その他

Ｃ Ｂ Ｒ 試験機　 一軸圧縮試験器　 三軸圧縮試験器　 自動圧密試験器

自動つきかため試験機　 乾燥器　 電子天秤　 その他

材 料 実 験 室

（ 205㎡）

土 質 実 験 室

（ 80㎡）

木 工 実 習 室

(113㎡）

施 工 実 習 室

（ 92㎡）

測 量 実 習 室

（ 125㎡）

設 計 実 習 室

（ 155㎡）

製 図 室

（ 158㎡）

応 用 力 学 実 習 室

（ 80㎡）

工 作 実 習 室

（ 125㎡）

講 義 室

（ 80㎡）

造 形 実 習 室

（ 125㎡）

建 設 製 図 室

（ 144㎡）

計 画 実 習 室

（ 160㎡）

建 設 工 学 科
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デ ザ イ  ン 科

平 面 デ ザ イ ン 実 習 室

（ 90㎡）

立 体 デ ザ イ ン 実 習 室

（ 90㎡）

情 報 実 習 室 6

（ 81㎡）

写 真 実 習 室

   （ 90㎡）

暗       室

（ 45㎡）

ス タ ジ オ

（ 45㎡）

印 刷 実 習 室

（ 90㎡）

ビ ジュ アルデザイ ン 実習室

（ 135㎡）

同 準 備 室

（ 45㎡）

実習台・ 椅子（ 20台） 　 軽量棚（ 3） 　 電動刃物研ぎ機　

ミ ニディ スク ド リ ル（ HOZAN） 2台　 プレス機 2台

iMac 27インチ　 Retina 5Kディ スプレイ モデル： 3.8GHz 8コ アプロセッ サ 2台

iMac 24イ ンチ　Retina 4 .5Kディ スプレイ モデル： M1チッ プ 8コ アCPU 8コ ア

GPU 1台　 プロダク ショ ンプリ ンタ ー　 FUJIFILM   Varsant180i Press

大判イ ンク ジェ ッ ト プリ ンタ 　 CANON PRO-4100 

Multi Card Slitter きり っ 子 MC-22T Plus 1台

3Dプリ ンタ 　 ダヴィ ンチJr PRO X＋（ XYZ PRINTING）

3Dプリ ンタ 　 KZ ProCombo（ Creality）

デジタ ルスク リ ーン製版機　 Mi Screen 04（ RISO）

レーザーカッ タ ー　 xTool M1(Makeblock)

カ ッ ティ ングプロッ タ ー　 シルエッ ト カ メ オ4Plus（ グラ フ テッ ク ）

製本機（ キハラ 　 80120-0） 2台

人台（ 3台） 　 作品収納棚、 絵画作品棚　 塑像用製作台（ 2台）

フ ラ ッ ト イーゼル収納台（ 1台） 　 フ ラ ッ ト イ ーゼル（ 30台）

スタ ジオ用照明器具

35ミ リ カ メ ラ  10台　  レンズ（ 50㎜ 10本） 　 三脚　   

引伸ばし 機 10台  　 レンズ（ 50㎜）    エアド ラ イ ヤー　

フ ィ ルムド ラ イ ヤー  　 棚　   作業台　

4×5” 判ビューカ メ ラ （ HORSEMAN　 L45Pro） １ 台

iMac 24イ ンチ　  Retina 4 .5Kディ スプレイ モデル： M1チッ プ8コ アCPU 8コ ア

GPU 21台　  iMac 27イ ンチ　 Retina 5Kディ スプレイ モデル： 3.8GHz 8コ アプ

ロセッ サ 1台　

A3スキャ ナ EPSON DS-50000 2台　  ペンタ ブレッ ト  W ACOM  intuos Pro 

PTH-660/K0  22台　  カ ラ ープリ ンタ  CANON SaTeraLBP851C 1台

デジタ ルカメ ラ  Nikon Z50  20台　  16～50mmレンズ 20本　 50～250mmレン

ズ 20本　  10 .2イ ンチ iPad W i-Fi 32GB  20台

実習台・ 椅子（ 20台） 　 軽量棚（ 3） 　 ラ ジアルボール盤（ Ｒ Ｄ －34型レ ク ソ

ン製） 1台　 ベルト ディ スク サンダー（ Ｂ Ｄ Ｓ －46型） 1台　 ラ ク ソ ー（ 万能帯

のこ 盤） 　 ダイヤモンド バンド ソー（ Ｖ -19） 2台　 金工旋盤（ KS-200）

ミ シン（ SINGER ST-2800DX）　 フ ラ イ ス盤（ Little M illing1V） ト リ マーテーブ

ル 1台　 ボール盤（ TB-131マキタ ） 　 集塵機 1台　 電動かんな（ DELTA） 2台

ディ スク サンダー（ KERV） 2台　 バンド ソ ー（ PROXXON） 1台 
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18

Ｌ Ａ Ｎ 機 器 関 係

情 報 処 理 実 習 室 １

情 報 処 理 実 習 室 ２

情 報 処 理 実 習 室 ３

情 報 処 理 実 習 室 ４

情 報 処 理 実 習 室 ５

シ ス テ ム 実 習 室

シ ス テ ム 実習 準備室

Ｌ Ｌ 教 室

制 御 実 習 室

学 習 用 ホ ス ト
コ ン ピ ュ ー タ ー 室

図 書 館

光ケーブル　 UTP　 CAT－6

ソ フ ト ウ ェ ア 実習室

電 子 計 測 実 習 室

C A D 実 習 室

学習ネッ ト ワーク  1台　 認証サーバ 1台　 フ ァ イ ルサーバ 1台

情 報 処 理 実 習 室 ６

デスク ト ッ プPC 43台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 複合機 1台　 プロジェ ク タ ー 1台

2次元CAD

情報処理システム施設設備機器概要

情 報 コ ー ナ ー デスク ト ッ プPC 5台

デスク ト ッ プPC 43台　 中間モニタ ー 22台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台　 複合機 1台

LLシステム 1式　 実物投影機 1台　 プロジェ ク タ ー 2台

業務用PC 9台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 複合機 1台　 BDプレーヤー 3台　

テレビ 3台

ノ ート パソ コ ン 21台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 複合機 1台　 プロジェ ク タ ー 1台

Linuxク ラ イ アント  44台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 プロジェ ク タ ー 2台

ノ ート パソ コ ン 21台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台

デスク ト ッ プPC 44台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 複合機 1台

ノ ート パソ コ ン 41台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台　 2次元CAD

ノ ート パソ コ ン 42台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 2台　 2次元CAD

設 計 実 習 室 ノ ート パソ コ ン 42台　 複合機 1台

定 時 制 商 業 科 ノ ート パソ コ ン 25台

デスク ト ッ プPC 22台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台　 複合機 1台

2次元CAD　 3次元CAD

デスク ト ッ プPC 22台　 カ ラ ープリ ンタ ー 1台

スキャ ナー 2台　 ペンタ ブレッ ト  22台　 iPad 20台

デスク ト ッ プPC 23台　 カ ラ ープロッ タ ー 1台　 複合機 1台

カ ラ ープリ ンタ ー 1台　 2次元汎用CAD　 3次元専用CAD

デスク ト ッ プPC 23台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台　 プロジェ ク タ ー 1台

2次元CAD　 3次元CAD

デスク ト ッ プPC 22台　 モノ ク ロプリ ンタ ー 1台　 カ ラ ープリ ンタ ー 1台

スキャ ナー 2台　 ペンタ ブレッ ト  22台　 iPad 21台　 プロジェ ク タ ー 1台
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ᐇ ⩦ 㻟 㻟 㻢 ᴗ ◌ሗᕤ ・ ⌮ 㻝 㻝 㻞

䝥䝻䜾䝷䝭䞁 ᢏ䜾 辵 㻟 䚷 㻟 㟁 ㊰Ẽ ᅇ 㻟 㻞 㻡

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᢏ 辵 㻞 䚷 㻞 ᐇ ⩦ 㻟 㻠 㻣

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䝅䝇䝔䝮ᢏ 辵 㻞 㻞 ᶵ ჾ㟁Ẽ 㻞 䐠㻱 㻞䡚㻠

◊ ✲ㄢ㢟 㻟 㻟 Ꮚ㟁 ㊰ᅇ 㻞 䐠㻱 㻞䡚㻠

䠠䠞䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 㻞 㻞 䝥䝻䜾䝷䝭䞁 ᢏ䜾 辵 䐠 㻜䡚㻞

䠦䠽䡒䠽䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 㻞 㻞 ◊ ✲ㄢ㢟 㻠 㻠

ᴗᕤ ᐇ ㊶㻭 䐠㻭 㻜䡚㻞 〇ᅗ 㻞 㻞

ᴗᕤ ᐇ ㊶㻮 䐠䠞 㻜䡚㻞 ᴗᕤ ᐇ ㊶㻭 䐠㻭 㻜䡚㻞

䝅䝇䝔䝮 ⏝ᛂ 䐠㻯 㻜䡚㻞 ᴗᕤ ᐇ ㊶㻮 䐠䠞 㻜䡚㻞

䝛䝑䝖䝽䞊䜽 ⏝ᛂ 䐠㻰 㻜䡚㻞 ᢏຊ㟁 辵 䐠㻯 㻜䡚㻞

ᢏไ ᚚ 辵 䐠㻱 㻜䡚㻞 ᢏಙ㏻ 辵 䐠㻯 㻜䡚㻞

㻌 㻌 㻌 ไ ᚚ㟁Ẽ 䐠㻰 㻜䡚㻞

䚷 䚷 䚷

◌ྜ
⥲

◌ྜ
ⓗ ・ ✲ ・䛺 䛾 㛫⥲

◌ྜ
⥲

◌ྜ
ⓗ ・ ✲ ・䛺 䛾 㛫⥲

䠨䠤䠮 㻝 㻝 㻝 㻟 䠨䠤䠮 㻝 㻝 㻝 㻟

㏻ ┠⛉ 㻞㻞 㻝㻥 㻥䡚㻝㻥 㻡㻜䡚㻢㻜 ㏻ ┠⛉ 㻞㻞 㻝㻣䡚㻝㻥㻥䡚㻝㻥 㻠㻤䡚㻢㻜

ᴗᕤ ┠⛉ 㻣 㻝㻜 㻝㻜䡚㻞㻜㻞㻣䡚㻟㻣 ᴗᕤ ┠⛉ 㻣 㻝㻜䡚㻝㻞㻝㻜䡚㻞㻜㻞㻣 㻟㻥

◌ྜ
ィ 㻟㻜 㻟㻜 㻟㻜 㻥㻜

◌ྜ
ィ 㻟㻜 㻟㻜 㻟㻜 㻥㻜

䚷

ㄢ 䛻⫱ ⛬ 䛴䛔䛶䛿 ኚ䚸 䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹

䛂≀ 䛃⌮ 䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻰䛸㻱 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹

䛂◌ Ꮫ 䊢䛃䜢 ಟᒚ 䛩䜛
◌ྜ

ሙ 䛿㻭䛸㻮䛾୧ 䛷㑅ᢥ 䛩䜛䚹

䛂≀ 䛃⌮ 䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻰䛸㻱 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹 䛂◌ Ꮫ 䊢䛃䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻭䛸㻮 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹

䚷䛂 ᴗ ◌ሗᕤ ・ 䛃⌮ 䛷 ◌௦

ⱁ 辵

䚷䛂 ᴗ ◌ሗᕤ ・ 䛃⌮ 䛷 ◌௦

ᐙ ᗞ

ィ㻟㻝

⥲
◌ྜ

㟁Ẽ ⛉

௧ ධᖺ ᗘ Ꮫ・ 䠒 䚷 䚷 ㄢ 韭⏕ ⫱ ⛬

Ẹබ

⛉ ┠⛉ィ

ሗ ᕤ Ꮫ・ ⛉

ㄒᅜ

⛉ 㻞㻝 㻞

ಖ ・
య ⫱

㻟

⌮ ⛉

ㄒᅜ

┠⛉

◌ Ꮫ

⌮ ⛉

・ᆅ

◌ Ꮫ

・ᆅ

ⱁ 辵

እ
ᅜ

ㄒ

ᐙ ᗞ

ಖ ・
య ⫱

እ
ᅜ

ㄒ

ഛ
䚷
⪃

◌ ᢥᏐ ┠䕿 䛿㑅 ⛉

༢
・

◌ྜ
ィ

ഛ
䚷
⪃

ㄢ 䛻⫱ ⛬ 䛴䛔䛶䛿 ኚ䚸 䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹

䚷䛂 ◊ ✲ㄢ㢟 䛃 ◌௦䛷

༢
・

◌ྜ
ィ

䚷䛂 ◊ ✲ㄢ㢟 䛃 ◌௦䛷

㻞Ꮫ ᖺ 䛷䛂 ◌◌ྂ
♏䛃ᇶ 䜢 ᢥ㑅 䛧䛯

◌ྜ
ሙ 㻟Ꮫ ᖺ 䛷 ᢥ䛿㑅 䛷䛝䛺䛔䚹

◌ ᢥᏐ ┠䕿 䛿㑅 ⛉

௦ 䛾 ㄒᅜ⌧ 㻞 㻞 ௦ 䛾 ㄒᅜ⌧ 㻞 㻞

◌ゝ ・ㄒ 㻞 㻞 ◌ゝ ・ㄒ 㻞 㻞

ㄒㄽ ᅜ⌮ 㻞 㻞 㻠 ㄒㄽ ᅜ⌮ 㻞 㻞 㻠

♏ㄒᅜ ᇶ 䚷 䐠㻭 㻜䡚㻞 ◌◌ྂ
♏ᇶ 䐠 䐠䠞 㻜䡚㻞

◌◌ྂ
♏ᇶ 䐠䠞 㻜䡚㻞 ♏ㄒᅜ ᇶ 䐠䠝 㻜䡚㻞

◌ྜ
ᆅ ⌮ ⥲ 㻞 㻞

◌ྜ
ᆅ ⌮ ⥲ 㻞 㻞

Ṕ ◌ྐ◌ྜ
⥲ 㻞 㻞 Ṕ ◌ྐ◌ྜ

⥲ 㻞 㻞

◌ྐ
◊ ✲ 䐠㻭 㻜䡚㻞

◌ྐ
◊ ✲ 䐠㻭 㻜䡚㻞

◌ྐୡ ◊ ✲⏺ 䐠䠞 㻜䡚㻞
◌ྐୡ ◊ ✲⏺ 䐠䠞 㻜䡚㻞

බඹ 㻞 㻞 Ẹබබඹ 㻞 㻞

・ ⌮ 䐠㻭 㻌㻜䡚㻞 ・ ⌮ 䐠㻭 㻌㻜䡚㻞

・ 䞉 ῭⤒ 䐠䠞 㻌㻜䡚㻞 ・ 䞉 ῭⤒ 䐠䠞 㻌㻜䡚㻞

◌ Ꮫ 䊠 㻟 㻟 ◌ Ꮫ 䊠 㻟 㻟

◌ Ꮫ 㻭 㻞 㻞 ◌ Ꮫ 㻭 㻞 㻞

◌ Ꮫ 䊡 㻟 㻟 ◌ Ꮫ 䊡 㻟 㻟

◌ Ꮫ 㻮 㻞 㻞 ◌ Ꮫ 㻮 䐠 㻌㻜䡚㻞

◌ Ꮫ 䊢 䐢㻭㻮 㻜䡚㻠 ◌ Ꮫ 䊢 䐢㻭㻮 㻜䡚㻠

◌ Ꮫ 㻯 䐠㻯 㻌㻜䡚㻞 ◌ Ꮫ 㻯 䐠㻯 㻌㻜䡚㻞

Ꮫ 䛸⛉ ே◌◌ ά㛫⏕ 㻞 㻞 Ꮫ 䛸⛉ ே◌◌ ά㛫⏕ 㻞 㻞

≀ ♏ᇶ⌮ 㻞 㻞 ≀ ♏ᇶ⌮ 㻞 㻞

Ꮫ・ ♏ᇶ 䚷 䐠㻭 㻜䡚㻞 Ꮫ・ ♏ᇶ 䚷 䐠㻭 㻜䡚㻞

≀ ⌮ 䐢㻰㻱 㻜䡚㻠 ≀ ⌮ 䐢㻰㻱 㻜䡚㻠

య ⫱ 㻟 㻞 㻞 㻣 య ⫱ 㻟 㻞 㻞 㻣

ಖ ・ 㻝 㻝 㻞 ಖ ・ 㻝 㻝 㻞

ᾭ య⏕ ⫱ 㻌 䐠㻭 㻜䡚㻞 ᾭ య⏕ ⫱ 㻌 䐠㻭 㻜䡚㻞

・㡢 䊠 㻞 㻌 㻞 ・㡢 䊠 㻞 㻌 㻞

ᴦ ◊ ✲㡢 䐠䠞 㻜䡚㻞 ᴦᒎⓎ 㡢 䐠 㻜䡚㻞

㣴辵⨾ 䚷 䐠䠞 㻜䡚㻞 ᴦ ◊ ✲㡢 䐠䠞 㻜䡚㻞

・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠 㻟 㻟 㣴辵⨾ 䚷 䐠䠞 㻜䡚㻞

・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊡 㻟 㻟 ・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠 㻟 㻟

・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊢 㻟 㻟 ・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊡 㻟 㻟

䞉ㄽ ⌮ 䊠韭⌧ 䐠㻯 㻜䡚㻞 ⱥ ㄒᇶ 䐠 㻜䡚㻞

ᐙ ᗞ ♏ᇶ 㻞 㻞 ・ ㄒ䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊢 㻟 㻟

䝣䜯䝑䝅䝵䞁 ᙧ ♏㐀 ᇶ 䚷 䐠㻭 㻜䡚㻞 䞉ㄽ ⌮ 䊠韭⌧ 䐠㻯 㻜䡚㻞

♏ㄪᇶ ⌮ 䐠䠞 㻜䡚㻞 ᐙ ᗞ ♏ᇶ 㻞 㻞

ሗ・ 䚷 䝣䜯䝑䝅䝵䞁 ᙧ ♏㐀 ᇶ 䚷 䐠㻭 㻜䡚㻞

ᴗ ᴗ ᢏᕤ ᕤ ♏辵 ᇶ 㻟 㻟 ♏ㄪᇶ ⌮ 䐠䠞 㻜䡚㻞

ᴗ ◌ሗᕤ ・ ⌮ 㻞 㻞 ሗ・ 䚷

䝝䞊䝗䜴䜵䜰ᢏ 辵 㻞 㻞 ᴗ ᴗ ᢏᕤ ᕤ ♏辵 ᇶ 㻟 㻟

ᐇ ⩦ 㻟 㻟 㻢 ᴗ ◌ሗᕤ ・ ⌮ 㻝 㻝 㻞

䝥䝻䜾䝷䝭䞁 ᢏ䜾 辵 㻟 䚷 㻟 㟁 ㊰Ẽ ᅇ 㻟 㻞 㻡

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᢏ 辵 㻞 䚷 㻞 ᐇ ⩦ 㻟 㻠 㻣

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䝅䝇䝔䝮ᢏ 辵 㻞 㻞 ᶵ ჾ㟁Ẽ 㻞 䐠㻱 㻞䡚㻠

◊ ✲ㄢ㢟 㻟 㻟 Ꮚ㟁 ㊰ᅇ 㻞 䐠㻱 㻞䡚㻠

䠠䠞䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 㻞 㻞 䝥䝻䜾䝷䝭䞁 ᢏ䜾 辵 䐠 㻜䡚㻞

䠦䠽䡒䠽䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 㻞 㻞 ◊ ✲ㄢ㢟 㻠 㻠

ᴗᕤ ᐇ ㊶㻭 䐠㻭 㻜䡚㻞 〇ᅗ 㻞 㻞

ᴗᕤ ᐇ ㊶㻮 䐠䠞 㻜䡚㻞 ᴗᕤ ᐇ ㊶㻭 䐠㻭 㻜䡚㻞

䝅䝇䝔䝮 ⏝ᛂ 䐠㻯 㻜䡚㻞 ᴗᕤ ᐇ ㊶㻮 䐠䠞 㻜䡚㻞

䝛䝑䝖䝽䞊䜽 ⏝ᛂ 䐠㻰 㻜䡚㻞 ᢏຊ㟁 辵 䐠㻯 㻜䡚㻞

ᢏไ ᚚ 辵 䐠㻱 㻜䡚㻞 ᢏಙ㏻ 辵 䐠㻯 㻜䡚㻞

㻌 㻌 㻌 ไ ᚚ㟁Ẽ 䐠㻰 㻜䡚㻞

䚷 䚷 䚷

◌ྜ
⥲

◌ྜ
ⓗ ・ ✲ ・䛺 䛾 㛫⥲

◌ྜ
⥲

◌ྜ
ⓗ ・ ✲ ・䛺 䛾 㛫⥲

䠨䠤䠮 㻝 㻝 㻝 㻟 䠨䠤䠮 㻝 㻝 㻝 㻟

㏻ ┠⛉ 㻞㻞 㻝㻥 㻥䡚㻝㻥 㻡㻜䡚㻢㻜 ㏻ ┠⛉ 㻞㻞 㻝㻣䡚㻝㻥 䡚㻝㻥 㻠㻤䡚㻢㻜

ᴗᕤ ┠⛉ 㻣 㻝㻜 㻝㻜䡚㻞㻜㻞㻣䡚㻟㻣 ᴗᕤ ┠⛉ 㻣 㻝㻜䡚㻝㻞㻝㻜䡚㻞㻜㻞㻣 㻟㻥

◌ྜ
ィ 㻟㻜 㻟㻜 㻟㻜 㻥㻜

◌ྜ
ィ 㻟㻜 㻟㻜 㻟㻜 㻥㻜

䚷

ㄢ 䛻⫱ ⛬ 䛴䛔䛶䛿 ኚ䚸 䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹

䛂≀ 䛃⌮ 䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻰䛸㻱 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹

䛂◌ Ꮫ 䊢䛃䜢 ಟᒚ 䛩䜛
◌ྜ

ሙ 䛿㻭䛸㻮䛾୧ 䛷㑅ᢥ 䛩䜛䚹

䛂≀ 䛃⌮ 䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻰䛸㻱 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹 䛂◌ Ꮫ 䊢䛃䜢 ಟᒚ 䛩
◌ྜ

ሙ䜛 䛿㻭䛸㻮 ୧䛾 䛷 ᢥ㑅 䛩䜛䚹

䚷䛂 ᴗ ◌ሗᕤ ・ 䛃⌮ 䛷 ◌௦

ⱁ 辵

䚷䛂 ᴗ ◌ሗᕤ ・ 䛃⌮ 䛷 ◌௦

ᐙ ᗞ

ィ㻟㻝

⥲
◌ྜ

㟁Ẽ ⛉

௧ ධᖺ ᗘ Ꮫ・ 䠒 䚷 䚷 ㄢ 韭⏕ ⫱ ⛬

Ẹබ

⛉ ┠⛉ィ

ሗ ᕤ Ꮫ・ ⛉

ㄒᅜ

⛉ 㻞㻝 㻞

ಖ ・
య ⫱

㻟

⌮ ⛉

ㄒᅜ

┠⛉

◌ Ꮫ

⌮ ⛉

・ᆅ

◌ Ꮫ

・ᆅ

ⱁ 辵

እ
ᅜ

ㄒ

ᐙ ᗞ

ಖ ・
య ⫱

እ
ᅜ

ㄒ

ഛ
䚷
⪃

◌ ᢥᏐ ┠䕿 䛿㑅 ⛉

༢
・

◌ྜ
ィ

ഛ
䚷
⪃

ㄢ 䛻⫱ ⛬ 䛴䛔䛶䛿 ኚ䚸 䛩䜛䛣䛸䛜䛒䜛䚹

䚷䛂 ◊ ✲ㄢ㢟 䛃 ◌௦䛷

༢
・

◌ྜ
ィ

䚷䛂 ◊ ✲ㄢ㢟 䛃 ◌௦䛷

㻞Ꮫ ᖺ 䛷䛂 ◌◌ྂ
♏䛃ᇶ 䜢 ᢥ㑅 䛧䛯

◌ྜ
ሙ 㻟Ꮫ ᖺ 䛷 ᢥ䛿㑅 䛷䛝䛺䛔䚹

◌ ᢥᏐ ┠䕿 䛿㑅 ⛉
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㻌 㻌

㻝 㻞 㻟 ィ 㻝 㻞 㻟 ィ

௦ 䛾 ㄒᅜ⌧ 㻞 㻞 ௦ 䛾 ㄒᅜ⌧ 㻞 㻞 㻞 㻞

◌ゝ ・ㄒ 㻞 㻞 ◌ゝ ・ㄒ 㻞 㻞 㻞 㻞

ㄒㄽ ᅜ⌮ 㻞 㻞 㻠 ㄒㄽ ᅜ⌮ 㻞 㻞 㻠 㻞 㻞 㻠

◌◌ྂ
♏ᇶ 䐠 䐠䠞 㻜䡚㻞 ◌◌ྂ

♏ᇶ 䐠 䐠䠞 㻜䡚㻞 䐠 䐠䠞 㻜䡚㻞

♏ㄒᅜ ᇶ 䐠䠝 㻜䡚㻞 ♏ㄒᅜ ᇶ 䐠䠝 㻜䡚㻞 䐠䠝 㻜䡚㻞

◌ྜ
ᆅ ⌮ ⥲ 㻞 㻞

◌ྜ
ᆅ ⌮ ⥲ 㻞 㻞 㻞 㻞

Ṕ ◌ྐ◌ྜ
⥲ 㻞 㻞 Ṕ ◌ྐ◌ྜ

⥲ 㻞 㻞 㻞 㻞

◌ྐ
◊ ✲ 䐠㻭 㻜䡚㻞

◌ྐ
◊ ✲ 䐠㻭 㻜䡚㻞 䐠㻭 㻜䡚㻞

◌ྐ
ୡ ◊ ✲⏺ 䐠䠞 㻜䡚㻞

◌ྐ
ୡ ◊ ✲⏺ 䐠䠞 㻜䡚㻞 䐠䠞 㻜䡚㻞

බඹ 㻞 㻞 බඹ 㻞 㻞 㻞 㻞

・ ⌮ 䐠㻭 㻌㻜䡚㻞 ・ ⌮ 䐠㻭 㻌㻜䡚㻞 䐠㻭 㻌㻜䡚㻞

・ 䞉 ῭⤒ 䐠䠞 㻌㻜䡚㻞 ・ 䞉 ῭⤒ 䐠䠞 㻌㻜䡚㻞 䐠䠞 㻌㻜䡚㻞

◌ Ꮫ 䊠 㻟 㻟 ◌ Ꮫ 䊠 㻟 㻟 㻟 㻟
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